
 

理学研究科 理学専攻 生物科学領域  

博士前期課程 

教育研究上の目的 

生物科学領域の博士前期課程は、生物学の基礎的な素養に加え、生物科学の様々な局面で生ず

る諸問題に対処できる柔軟な思考力と応用力を身に付けた人材の育成を目的とする。 

教育目標 

本学の教育目標及び本領域の教育研究上の目的等を踏まえ、理学研究科理学専攻生物科学領域

博士前期課程では 、生物学の基礎的な素養に加え、生物科学の様々な局面で生ずる諸問題に対処

できる柔軟な思考力と応用力を身に付けた人を育成することを教育の最終目標としています。 

２１世紀は生命科学の時代だといわれます。生命科学は、生命現象の普遍的原理を追求することに

より、生物を直接研究対象とした分野にとどまらず、社会学や法学など文科系の学問分野までにも影響

を及ぼします。一方、地球上には数百万ともいわれる生物種が存在しています。生物多様性の成立過

程と実態、更に人とのかかわり合いを解明することも生物科学において大変重要な意味を持ちます。 

本領域博士前期課程では、生物科学の基盤となる生物の普遍性 Unityと多様性 Diversityに関わ

る専門知識と研究方法を分子、細胞・個体、集団レベルの高度な専門教育により体系的に修得し、自

ら工夫して生物科学の専門知識を応用することにより研究を遂行できる能力、及び生物科学に関連す

る様々な現場での問題解決や技術の発展に取り組む能力を涵養することを教育目標として定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本領域博士前期課程では、カリキュラムにおいて所定の単位を修得し、提出した修士論文審査のう

え合格と判定された者は、以下に掲げる能力を修得しているとし、修士（理学）の学位が授与されます。 

 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）生物にかかわる一般社会の問題を、生物科学の専門知識を応用し、自ら工夫して解決し助言でき

る能力を身につけている。 

（２）生物科学に関連するあらゆる現場で、技術の発展などに積極的にかつ粘り強く取り組み、その中核

となる能力を身につけている。 

 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）英語で書かれた原著論文、文献、およびテキストを読み誤解なく理解する能力を身につけている。 

（２）論文を英文で作成し、研究の位置づけを国際的な視点から把握する能力を身につけている。 

 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）生物科学分野の基盤となる専門知識を、人間の社会生活をも視点において体系的に理解する能

力を身につけている。 

（２）生物科学の習得に際して培ったノウハウを活かし、 それに基づいた研究計画を立て、遂行できる

能力を身につけている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本領域博士前期課程では、生物科学の様々な局面で生ずる諸問題に対処できる柔軟な思考力と応

用力を身につけた人を育成するため、以下に示した方針でカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

 

１．教育課程の編成・実施 

（１）学部教育ですでに修得した知識を基盤として、分子、細胞・個体、および集団レベルのより高度な

専門教育を施します。 

（２）現代生物学分野の基盤となる重要な研究について原著論文を読み、その研究の背景、意義、その



 

後の展開を解説することにより、新規課題を探究するために必要な基礎知識とモチベーションを教授

します。 

 

２．教育の方法と評価 

（１）指導教授に加えて、２名のアドバイザーによる複数指導体制を採用しています。学生は指導教授の

研究室に在籍し、指導教授のおこなう必修科目である「特別演習」ならびに「特別研究」の履修を通

じ、専門分野における研究の最先端及び課題解決能力を学修できるようにします。多様な学生の

個々能力を見出し、これを成績の評価基準に組み入れるよう考慮しています。 

（２）TA(ティーチング･アシスタント)に就いて学部学生を補助指導することで、教育者として能力を高め

る経験を積む機会も用意しています。 

（３）成績評価の厳格化を通じ、単位制度の実質化を達成しています。計画・遂行・発表を含む前期課

程内研究の中間審査および本審査を介し、さらには学会発表実績を通して、研究課題解決能力と

プレゼンテーション・コミニュケーション能力の評価を行なっています。これらの評価は、公平性と厳格

性を期して、３名以上の専門教員で実施するようにしています。 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

１．大学院教育によって培う能力 

（１）本領域博士前期課程では、生物学の基礎専門知識を基盤とした論理的思考能力と表現力を身に

つけ、生物科学分野における教育・研究・開発の中核として活躍できるような能力を育成します。 

 

２．本領域の求める入学者 

（１）生物科学専門分野の基礎学力を有する者 

（２）生物の「共通性」と「多様性」を分子・細胞から個体・集団に至る様々なレベルの観点から解明する

ことに強い熱意と意欲を持っている者 

（３）英語で書かれた生物学の教科書を理解できる程度の語学力のある者 

 

３．大学までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）これまでに培った英文の読解力と生物科学分野における基礎知識を評価するために、英語及び専

門分野に関する筆記試験を行います。学部の成績を参照して規定の基準を満たす場合には、筆記

試験を免除する場合があります。 

（２）生物科学分野での常識や研究能力について評価するため、口述試験を行います。 
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博士後期課程 

教育研究上の目的 

生物科学領域の博士後期課程は、生物学の基礎的な素養に加え、生物科学における最先端の研

究課題を先導的に推進し、様々な局面で生ずる生物科学の諸問題に対処できる柔軟な思考力と応用

力を身に付け、大学や研究機関等において基礎ならびに応用研究をリードして世界で活躍できる研究

者または高度専門職業人の育成を目的とする。 

教育目標 

本学の教育目標及び本領域の教育研究上の目的等を踏まえ、理学研究科理学専攻生物科学領域

博士前期課程では、生物学の基礎的な素養に加え、生物科学における最先端の研究課題を先導的

に推進し、様々な局面で生ずる生物科学の諸問題に対処できる柔軟な思考力と応用力を身に付け、

大学や研究機関等において基礎ならびに応用研究をリードして世界で活躍できる研究者または高度

専門職業人を育成することを教育の最終目標としています。 

２１世紀は生命科学の時代だといわれます。生命科学は、生命現象の普遍的原理を追求することに

より、生物を直接研究対象とした分野にとどまらず、社会学や法学など文科系の学問分野までにも影響

を及ぼしています。一方、地球上には数百万ともいわれる生物種が存在しています。生物多様性の成

立過程と実態、更に人とのかかわり合いを解明することも生物科学において大変重要な意味を持って

います。 

本課程では、生物科学関連の分野において、教育・研究・開発の中核として世界で活躍することが

できる人を育成するため、講義ならびに演習・研究科目の学修を通じて生物の普遍性と多様性に関わ

る基礎知識を基盤とした論理的思考力と表現力を涵養することを教育目標として定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本領域博士後期課程では、カリキュラムにおいて所定の単位を修得し、提出した博士論文が審査の

うえ合格と判定された者は、以下に掲げる能力を身につけていると判定され、博士（理学）の学位が授

与されます。 

 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）生物科学のあらゆる分野において中心となり、問題解決や技術の発展に粘り強く積極的に取り組

み指導を試みる能力を身につけている。 

（２）生物科学の専門知識に基づいた研究計画を立て、それを独自に実践できる能力を身につけてい

る。 

 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）国際会議等において英語での発表、ならびに質疑応答する能力を身につけている。 

（２）英語原著論文を執筆し、専門学術雑誌へ投稿して掲載される能力を身につけている。 

 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）博士前期課程で培った研究能力を基盤として、生命現象についての専門知識を体系的に理解し、

社会的な問題にも積極的に参画する能力を身につけている。 

（２）時代の直面する生物学的課題をいち早く察知し、専門知識と技能とを役立てる能力を身につけて

いる。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本領域博士後期課程では生物科学における最先端の研究課題を先導的に推進し、様々な局面で

生ずる生物科学の諸問題に対処できる柔軟な思考力と応用力を身につけ、大学や研究機関等におい



 

て基礎ならびに応用研究をリードして世界で活躍できる研究者または高度専門的職業人を育成するた

め、以下に示した方針でカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

 

１．教育課程の編成・実施 

（１）英語で書かれた専門分野の先進的原著論文を査読検討し、その研究の背景、意義、その後の展

開を理解することにより、独創的な課題を探究するために必要な知識を修得するために自主的に取

り組む力を養います。 

（２）現代生物学分野の基盤となる重要な研究分野に関連する複数の原著論文を比較し、その分野の

研究の背景、意義、その後の展開について論議することにより、新規課題を探究するために必要な

基礎知識と研究力を教授します。 

 

２．教育の方法と評価 

（１）指導教授に加えて、２名のアドバイザーによる複数指導体制を採用しています。後期課程の学生は、

指導教授の研究室に在籍して、必修科目である「特別研究」の履修を通じ、それぞれの専門分野に

おける研究の最先端領域について学修するとともに問題解決能力を三年間のうちに修得します。 

（２）TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで、研究者であると同時に教育者としての高度な教育能力

を高める経験を積む機会を用意しています。 

（３）成績評価の厳格化を通じ、単位制度の実質化を達成しています。計画・遂行・発表を含む後期課

程内研究の中間審査および本審査を介して、さらには、学会発表実績を通して、研究課題解決能力

とプレゼンテーション・コミニュケーション能力の評価を行なっています。これらの評価は、公平性と厳

格性を期して、３名以上の専門教員で実施するようにしています。 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

１．大学院教育によって培う能力 

（1）本領域博士後期課程では、生物学の先端専門知識を基盤とした独創的な発想と表現力を身につ

け、生物科学分野における教育・研究・開発の中心的存在としてあらゆる分野で活躍できるような能

力を育成します。 

 

２．本領域の求める入学者 

（１）生物科学専門分野についての確実な学力を有する者 

（２）生命現象についての問題を見出して解決することに熱意を持ち、将来は指導的役割を果たして活

躍しようとする者 

（３）英語で書かれた生物学の論文を理解し、論文を英語で作成する程度の語学力の修得に意欲のあ

る者 

 

３．博士前期課程までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）博士前期課程での研究で培った英文の読解力を評価するための筆記試験を実施します。 

（２）修士論文の内容に関する口述試験を行い、後期課程での論文執筆の潜在能力を評価します。 
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